令和４年第６回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和４年６月２９日（水）
午後　２時００分　開会　　　
午後　３時００分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所　４階　全員協議会室

	議　　長
	永井　恒　会長　　

	出席委員

（２２名）

	委員
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	板　橋　茂　晴
	安　田　清　和

	
	
	渡　邉　美　孝
	永　井　　　恒

	
	
	大　山　理　晴
	勝　股　増　夫

	
	
	伊　藤　征　史
	鈴　木　録　郎

	
	
	奥　村　正　子
	足　立　正　之

	
	
	日比野　由美子
	土　屋　敏　子

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	伊　藤　道　子

	
	
	勝　股　重　雄
	三　輪　徳　夫

	
	
	板　橋　仁　晃
	櫻　井　公　紀

	
	
	有　我　俊　春
	渡　邉　俊　美

	
	
	
	

	欠席委員
（１名）
	
	加　納　富　雄
	

	
	
	
	

	事務局
	局長補佐　森　本　英　樹
主　　事　日比野　有　真
事務職員　大　竹　喜　彦

	付議事項

議第１号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農地利用　集積計画について
議第２号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第３号　　非農地証明申請について
議第４号　　農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの
判断について
議第５号　　令和４年度最適化活動の目標の設定等について
議第６号　　地籍調査における地目の確認について
付議の内容については別紙のとおり


	永井会長

	（挨拶）　
　ただ今から令和４年第６回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。

瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、委員氏名　加納　富雄推進委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告いたします。

従いまして、本日の出席委員は、農業委員１４名、推進委員８名でありますので、「農業委員会等に関する法律第２７条第３項」の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

それでは議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。



	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は、勝股　増夫委員　と三輪　徳夫委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。
それでは、日程第２に入ります。

議第１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画について」を議題といたします。
事務局より説明をお願いします。

	日比野主事

	それでは、議第１号「農業経営基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画について」、ご説明申し上げます。
議案集の２ページ、３ページをお願いします。
申請番号１６番は、令和４年７月１日から１０年間、使用貸借権を設定するものです。こちらは新規になります。場所は、日吉町南垣外地区にあります落合橋の南側です。
申請番号１７番は、令和４年７月１日から１０年間、使用貸借権を設定するものです。こちらは再設定になります。場所は、南垣外地区を走る県道の北側にあります。
以上、議第１号　農業経営基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画についての説明とさせていただきます。ご審議の程お願いいたします。


	議　長

	では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長

	別段ないようですので、お諮りいたします

議第１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画について」、計画のとおり承認することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は、計画のとおり承認することに決定いたします。
次に、議第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。
大山理晴委員、説明をお願いします。　

	大山委員
	去る６月２２日に、奥村　正子委員、渡邉　俊美委員、森本（事務局長補佐、日比野主事、私の５名で現地確認をいたしました。
農地法第５条の規定による許可申請につきましては４件であります。
　内容といたしましては、田が２筆、畑が４筆で、合計面積２，９２２㎡であります。

詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事

	それでは、議第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」、ご説明いたします。議案集の４ページから１３ページになります。
それでは、議案集の６ページ、７ページをお願いします。
　５－３０番、申請地は、土岐町字大通、畑で２８４㎡、転用目的は、一般個人住宅です。
　申請地は、土岐町にあります瑞豊食品の南側になります。
こちらの申請は、譲受人が、現在、アパートに住んでいますが、実家近くの申請地を購入し、住宅を建築するものであります。
周辺の状況は、宅地、公衆用道路、山林、及び農地に囲まれておりますので、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、都市計画用途区域の準工業地域に存在する第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、８ページ、９ページをお願いします。
５－３１番、申請地は、土岐町字下天徳、畑で４４２㎡、一体利用地として土岐町５６８番２２、雑種地６．８３㎡、同５６８番２４、雑種地１７㎡、同５６８番２７、雑種地４５㎡で、転用目的は、宅地分譲です。
申請地は、土岐町天徳地区で、北中学校グランド近く、中央自動車道の南側にあります。
こちらの申請は、譲受人が住宅地として需要のある申請地を取得し、１区画の宅地分譲をするものであります。一体利用地は、進入路として利用するものです。
周辺の状況は、宅地、雑種地、公衆用道路及び農地に囲まれておりますので、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、都市計画用途区域の第１種中高層住居専用地域に存在する第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
では、議案集の１０ページ、１１ページをお願いします。
５－３２番、申請地は、３筆で、日吉町字垣外、田４６㎡、同６０２９番　田３９９㎡、畑４２６㎡で、計８７１㎡です。転用目的は、太陽光発電施設です。
申請地は、日吉町社別当地区にあります、慈照寺から南に下ったところにあります。
こちらの申請は、譲渡人が高齢となり農地の維持管理が困難となったため、譲受人が取得し、太陽光発電用地として利用するものです。
周辺の状況は、雑種地、用悪水路、及び農地に囲まれておりますので、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、中山間地域に存在する、農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低いその他の第２種農地ですので、転用はやむを得ないものと考えます。
では、議案集の１２ページ、１３ページをお願いします。
５－３３番、申請地は、大湫町字土橋、畑で１，３２５㎡です。　転用目的は、植林です。
申請地は、大湫病院の東側にあります。
こちらの申請は、譲渡人が遠方におり管理できないため、譲受人が取得し、植林して管理するものであります。
周辺の状況は、宅地、山林、原野及び公衆用道路に囲まれておりますので、周辺農地への影響はありません。申請地は、中山間地域に存在する、農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低いその他の第２種農地ですので、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」のご説明とさせていただきます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	勝股増夫委員
	５-３１番は、転売目的だよね。

	日比野主事
	転売目的です。

	議　長
	他にご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。
次に、議第３号「非農地証明申請について」を議題といたします。

大山理晴委員、説明をお願いします

	大山委員
	非農地証明申請につきましては、２件であります。

内容といたしましては、田が４筆、畑が２筆で、面積２，３３７㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第３号　「非農地証明申請について」ご説明申し上げます。
一部資料の修正をお願いします。１４ページの表の真ん中の列に、申請地の地目が書いてありまして、一番下の段、合計が書かれた段にも、畑と記載されていますが、こちらの記載は誤りです。お手数ですが、「畑」の字を削除いただくようお願いします。
では、非農地の３番は、申請地、日吉町字柳沢、日吉町字二ツ岩の５筆です。
　申請地は、日吉町の南垣内地区にあります。申請者は、先月５月の総会において、３条申請で農地を譲り渡した方と同じ方です。
　非農地化の理由としましては、もともと山から流れてくる水で稲作を行っておりましたが、水不足のため耕作しなくなり、その後山林・原野化したということです。
申請地を「瑞浪市農業委員会非農地証明事務取扱要領」の「第３条　証明の対象とする土地」にあてはめますと、「耕作放棄地のうち、農地として利用するには一定水準以上の物理的条件整備が必要な土地」であって、「その土地が森林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難な土地」に該当すると思われるため、非農地証明を交付することに問題ないと考えます。
続きまして非農地の４番は、釜戸町字二反田です。申請地は、釜戸町平山地区の八幡神社の北にあります。申請者は、先月５月の総会で、所有地を田から果樹園への利用変更を行った方と同じ方です。
非農地化の理由としまして、高齢になり農地の維持管理が困難となり、ヒノキと竹が生え、山林化したということです。
申請地を「瑞浪市農業委員会非農地証明事務取扱要領」の「第３条　証明の対象とする土地」にあてはめますと、先の申請と同じく、「耕作放棄地のうち、農地として利用するには一定水準以上の物理的条件整備が必要な土地」であって、「その土地が森林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難な土地」に該当すると思われるため、非農地証明を交付することに問題ないと考えます。
以上、議第３号「非農地証明申請について」のご説明とさせていただきます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質問・意見無し）

	議　長
委　員
議　長

	別段、ご質疑やご意見もないようですのでお諮りいたします。
議第３号「非農地証明申請について」、申請のとおり証明することに賛成の委員は挙手をお願いします。
(全員挙手）

全員賛成ですので、議第３号は、申請のとおり証明することに決定いたします。
次に、議第４号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について」を議題といたします。
事務局、説明をお願いします。

	森本
局長補佐
	それでは、１７ページをお願いします。
議第４号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について」ご説明いたします。
別添資料の表紙を１枚めくっていただいて、③にありますように
　ア　その土地が森林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難な場合
イ　ア以外の場合であって、その土地の周囲の状況からみて、その土地を農地として復元しても継続して利用することができないと見込まれる場合
このような場合は、農地台帳から除外しようとするものです。
　　今回の非農地判断は、土岐町になります。概要については、今までと同様です。
それでは、順次、説明させていただきます。
土岐町-１は、清水地区で、右に斜めに見える道路が、中央道で、右下にある建物が、北中学校です。
土岐町-２、ここは、木暮から鶴城にかけてのエリアです。右上に見えるのが、「きなぁた瑞浪」で、中央、少し左にあるのが中京学院大学　短期大学部・幼稚園です。
土岐町-３は、２の中京の洞の更に奥になります。
土岐町-４は、鶴城地区で、右上に走る道路が、国道１９号と中央道です。147番辺りが、市営住宅　鶴城団地になります。
今回、議案上程をさせていただいた全１６０筆は、すべて農地性はなく森林の様相を呈していると思われますので、国からの通知のとおり、農地法第２条第１項に規定する農地に該当しない旨の判断を行い、農地台帳から除外することが適当であると考えます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。では、これより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質問・意見無し）

	議　長
	別段、ご質疑やご意見もないようですのでお諮りいたします。
議第４号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について」、非農地と判断することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	(全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第４号は、非農地と判断する旨、土地所有者、法務局、岐阜県及び市税務課に対して通知することに決定いたします。
次に、議第５号「令和４年度　活動の目標の設定等について」を議題といたします。

事務局より説明をお願いします。

	森本
局長補佐
	それでは、議第５号「令和４年度最適化活動の目標の設定等について」、ご説明いたします。
事前に県農業会議に意見を求めなければならないこととなっており、照会をした同目標について、6/24付けで、「適切に設定されていることを確認しました。」と、回答をいただきましたので、報告させていただきます。
２３ページ　Ⅰには、農業委員会の状況を。２４ページ　Ⅱ　最適化活動の目標①管内の農地面積は、793haで、②目標として、令和１２年度　７８．０％を目指すと、県の目標を記載します。
本市の今年度の目標面積を、昨年実績を踏まえ、5.0haとし、集積率は、26.3％としました。
（　２）遊休農地の解消としまして、現状で、１号遊休農地面積１５．７ha　うち緑区分１４．３ha　うち黄区分１．４haです。
　　　②目標は、ア 令和３年度の利用状況調査における緑区分の遊休農地のうち、接道のないものや不整形地を除いた面積を計上して、７．７ha、このうち1/5を計上しなさいとのことですので、１．５４haを記載します。
イ 前年度に新規発生した緑区分の遊休農地の解消目標面積につきましては、その面積全てを、今年度に解消する目標を掲載との指示により、記載しております。
２５ページをお願いします。
（３）新規参入の促進としましては、権利移動面積Ｈ２８～Ｈ３０年度の平均の1割を、「新規参入者への貸付等について農地所有者の同意を得た上で公表する農地の面積」２．３６haを記載します。
最適化活動の活動目標で、日数目標　月に10日としております。これは、全国農業委員会会長代表者集会における申合せ「活動日数目標」によるものです。「新たな農地利用最適化」の肝は「活動記録簿」と、国も位置付けておりますので、皆様、記録は漏れずにしていただきますようにお願いします。
最適化交付金は、成果実績、活動実績で構成され、このうちの活動実績において、活動日数が、０日の委員がいると、活動実績分の交付金が農業委員会に支給されない。また、５日以下の委員分については、その委員分については、支給されないこととなったそうですので、ご承知おきください。
活動強化月間の設定目標については、３回以上の設定が必要ですので、３回とし、７月＝②遊休農地の解消　遊休農地所有者への草刈指導の推進、８月＝①農地の集積　農地の利用集積に向けた掘り起こし活動、10月＝①農地の集積　担い手への農地集積に向けたあっせん活動を計画。
新規参入相談会への参加目標について、１回以上の参加が必要ですので、農業会議の提案により、企業等の農業参入セミナーを計画しました。
　以上、説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。
農政懇談会にて、活動日数目標については、詳細な説明をさせていただきます。

	議　長
	ありがとうございました。では、これより議第５号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質問・意見無し）

	議　長
	別段、ご質疑やご意見もないようですのでお諮りいたします。
議第５号「令和４年度最適化活動の目標の設定等」について」、原案のとおり承認することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	(全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第５号は、原案のとおり承認することに決定いたします。
次に、議第６号「地籍調査における地目の確認について」を議題といたします。

事務局より説明をお願いします。

	大　竹
	それでは、議第６号「地籍調査における地目の確認について」、ご説明申し上げます。
議案集の２６ページから５４ページをお願いします。及び別冊資料の地籍の確認をお願いします。
これは、瑞浪市長から地籍調査地区の農用地における調査後の土地表示について、「農地」か「農地以外の土地」かの照会に対し、回答するものです。
登記地目が農地で、現況が農地以外の場合の地目変更は、農業委員会の承認が必要であるため、このような照会がきております。
今回の対象は、「明世町戸狩１地区」、対象地は１６２筆、及び「明世町山野内２地区」９０筆になります。
２６ページから５４ページまでに、今回対象となる全２５２筆を掲載しております。
表の見方ですけど、左側が「地籍調査前の土地の表示」で、真ん中が「地籍調査後の土地の表示」、その右側に「農地か農地以外の土地か」について、農業委員会の意見が求められております。
現況につきましては、航空写真での確認や、一部の土地について現況確認調査を行いました。
農業委員会の意見については、次の考え方に基づいて原案を作成しております。
①瑞浪市や国土交通省等が希望する農地から公衆用道路、農地から用悪水路への変更は、そのまま認めることとします。個人所有についても国道や県道、市道認定された土地については認めています。
②個人が希望する変更のうち、農地から原野、また農地から山林への変更は、所有者が意図して転用したものではないため、そのまま認めることとします。
③農地から宅地、農地から雑種地へ変更については、所有者が意思を持って転用したものであるため、「農地法に沿って、手続きをしてください。」とします。これは、「始末書を付けて農地転用の申請をしてください。」という意味になります。
説明の前に、訂正をお願いします。４０ページのNo１３１は「農地法の手続きをしてください」ではなく農業用施設で転用許可不要です。地図は、３ページの真ん中当たりにあります。
３１ページのNo.４２（戸狩３３３－３）、　４２ページのNo.１５９（戸狩６５８－６）は、旧国道１９号　県道大西瑞浪線の中の土地です。番号が地図上にありません。No.４２は、２ページの中央下当たり３３３－２の上で地番が抜けています、No.１５９は、3ページの真ん中辺りです。
別冊の地図をご覧ください。戸狩地区と山野内地区では、地図が違いますが、戸狩地区は土木課からの提供の地図で地籍調査後の図面です、山野内地区は、土木課からの資料を基に作成した地籍調査前の図面です。
両地区に共通するのは、旧国道１９号（県道大西瑞浪線）及び市道、用悪水路等の国、岐阜県、瑞浪市所有の土地には、番号が振ってありません。
道路等でも個人所有には、番号が付いています。
それでは、地籍調査後の土地の表示について、農業委員会として意見があると思われるものについて、順に説明させていただきます。
別冊地図の１ページをお願いします。赤色のNo.３，４は農地法の許可済みです。No.５、２５，２９，３４は農地法に沿って手続きをしてください。
No.１２は非農地判断で原野とします。
２ページをお願います。赤の番号は農地法の許可済みです。
No.３５は非農地判断で原野とします。No３６は田を雑種地にとのことですが、農地であると判断しました。No.１１（荒神）、１１０（戸狩・月吉）、１１４（荒神・古墳）は市道認定された道路にある土地です。
No.６４、６６は市道認定されていない土地ですので、農地法の手続きが必要です。それも以外は農地法の手続きが必要です。
３ページをお願いします。赤の番号は農地法の許可済みです。
No.１３３は、農地への進入路ですので農業用施設２００㎡以下で転用許可不要です。同じくNo.１３１も農業用施設です。
No.１４２は、非農地判断で山林原野です。No.１６９の原野は農地（畑）と判断し合筆に同意しました。
No.７３（戸狩・北小田）、１３２（里畑東）、１３６（里畑・井の洞）の市道認定された土地です。
それ以外は、農地法の手続きが必要です。
続いて山野内２地区です。　議案の４５ページをお願いします。
別冊資料の４ページをお願いします。　戸狩地区と同じく旧国道の番号は、個人所有地です。
赤の番号は、農地法の許可済みです。
地籍調査後、No.３は、原野。No.４、５は、宅地とのことですが、農地と判断しました。
それ以外は、農地法に沿って手続きしてください。
５ページをお願いします。
No.３４は、雑種地にとのことですが、農地と判断しました。No.８７、８８は、地籍前、宅地ですが、農地と判断しました。
No.２９は、一部農業用施設です。
No.５１、５２、５４、５５は、農地への進入路で、農業用施設なので農地法の転用許可不要です。
それ以外は、農地法に沿って手続きしてください。
６ページのNo.５７（山野内・宮前）は、市道認定された土地です。No.９０は、農地と判断しました。
No.９１については、地籍後、畑での申請ですが、明らかに山林です。
No.７７は、鉄道敷地です。以外は、農地法に沿って手続きしてください。
以上で説明を終わります。

	議　長
	ありがとうございました。ではこれより議第６号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	(質問・意見なし）

	議　長
	別段、ご質疑やご意見もないようですのでお諮りいたします。

第６号「地籍調査における地目の確認について」、原案のとおり承認することに賛成の委員は、挙手をお願いします。

	委　員
	(全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第６号は、原案のとおり承認し、市土木課に回答することに決定いたします。
以上をもちまして、日程をすべて終了しましたので、総会を閉会します。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は
下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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